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は じ め に
昨年10周年を迎えたNSTであるが、学会・研究会活
動、講演活動などを通して、道内でも有数のNSTとなっ
た。特に、当院に事務局をおく室登NST研究会におい
て、当院が中心的な役割を担い、地域連携の活動を精力
的にこなしてきた。栄養管理における情報共有に関する
取り組みは、道内各所から注目され、活動を牽引した栄
養科川畑が頻回の講演依頼を受ける事態となり、2015年
のNSTを象徴する出来事であった。この活動は学会で
も注目され、2016年の第31回日本静脈経腸栄養学会に
おいて、採択率30％未満のシンポジウムに採択された。
以下、2015年のNSTの業務活動について報告する。
１．NST介入の記録
2015年は95名の新規NST依頼があり、計49回、延
べ856名のNST回診を行った。2004年のNST発足以
来、2014年12月までに、NSTが栄養学的介入した症例
は、総計973名となった。新規依頼95名の内訳は、外科
からの依頼が最多（全体の38％）で、次いで、精神科（同
20％）、消化器内科（同17％）で、例年最多の消化器内科
からの依頼減少が目立った。年間新規依頼数95名は、過
去12年間中４番目の依頼数だが、この２年間は減少傾向
で、ピーク時より半減、昨年比でも31％の減少であった
（図１～５）。2015年のNST加算算定数は442件で、
884,000円の収益があったが、この２年間減少傾向で、昨
年より39％の減少だった（図６）。入院患者数の減少以上
に、NST介入症例は減少しており、来年度以降の課題で
ある。
２．摂食嚥下療法の記録
2008年にNST運営委員会からの提案でNST運営委
員の看護師を中心に積極的に導入してきた摂食嚥下療法
の算定数は、過去最高の12,892件あり、23,850,200円の
収益につながった（図７）。
３．NST勉強会の記録
NST発足以来継続してきたNST勉強会は、年間11
回開催し、第105回をむかえた。延べ920名（１回の平
均が84名）もの多くの参加があり、例年より１回多かっ
たこともあるが、過去最高を記録した。１回あたりの参
加者でみると、昨年比で25％の増加であった（表１）。
４．学 会 活 動
NST関連の学会活動は、引き続き精力的に行ってお
り、2014年１年間に筆頭演者だけで、全国学会３題、地
方会２題、地方研究会３題、計８題の発表を行った（表
２）。奥谷先生の発表演題は論文化し、「当科における炭
水化物含有飲料を用いた術前経口補水療法の導入成績」
として、市立室蘭総合病院医誌に掲載された。
５．室登NST 研究会を通じての
地域連携活動
当院栄養科に事務局をおき、筆者が代表世話人を務め
る室登NST研究会の活動の一環で、メディカルスタッ
フの会「ツナガル」を通して、栄養科川畑が中心となり、
登別室蘭地区の栄養管理における地域連携を進める活動
を2014年から開始している。2015年は、洞爺湖NST研
究会ともコラボし、伊達洞爺湖地区との地域連携を進め、
17病院、27施設の採用経腸栄養剤一覧が完成した。転院
時の栄養管理情報を共有できるよう、施設ごとに異なる
食事形態の名称のコード化や、栄養管理に関する共通の
情報提供書フォームも完成し、室登NST研究会、およ
び、洞爺湖NST研究会のHP上に公開している。情報提
供書フォームに関しては、まだ余り利用されていないの
が現状で、今後の課題である。
６．NST 関連認定教育施設としての
教育活動
日本静脈経腸栄養学会のNST専門療法士実地修練認
定教育施設として、2015年１年間に他院から２名の実習
生を受け入れ実地修練を行った。また、日本栄養士会の
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栄養サポートチーム担当者研修認定教育施設として、
2014年１年間に当院１名の研修を行った。特に他院から
の実地修練生受け入れは、NSTスタッフの負担を著し
く増加させるが、多くのスタッフの協力のもと、認定教
育施設としての責務を全うすることができた。
図７ 摂食嚥下療法算定額の推移
図４ 月別NST 回診総人数（延べ人数856名)
図３ 科別新規依頼患者数（95名)
図２ 月別新規依頼患者数（合計95名)
図１ 年度別新規依頼患者数推移（総計973名)
図６ NST 加算算定額の推移
図５ 月別NST 加算算定数（延べ人数442名)
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表１ NST勉強会の記録
開催日 内 容 講 師 参加者数
第 95回 １月20日 糖尿病について 宮崎義則（糖尿病内科） 70名
第 96回 ２月24日 口腔ケアマニュアル
～NSTマニュアル改訂の解説⑴～
古内久美子（看護局） 55名
第 97回 ３月17日 JSPEN学会報告 57名
⑴頚髄損傷患者の排便障害に対し経腸栄養剤の変更が有効
であった１例
川畑盟子（栄養科）
⑵当院における後期高齢者の大腰筋断面積評価 宇野智子（総合診療科）
⑶当院における蛋白含有飲料を用いた術前経口補水療法の
成績
奥谷浩一（外科）
第 98回 ４月21日 NSTのいろは 奥谷浩一（外科） 76名
第 99回 ５月26日 微量元素について 高橋利紀（臨床検査科） 83名
第100回 ６月23日 あなたの便秘治します 宇野智子（総合診療科） 118名
第101回 ７月28日 〝告知"2015年秋 約束食事箋を改訂します。
①食事オーダーの変更について解説
②栄養管理に必要な基礎知識とは
川畑盟子（栄養科） 120名
第102回 ９月29日 ①新約束食事箋改訂の解説
②オーダーシステム変更の説明
平岡彩子（栄養科） 90名
第103回 10月27日 栄養療法における P（リン）の重要性
～refeeding症候群の見地から～
佐々木賢一（外科） 96名
第104回 11月17日 もしかして? くすりの副作用？ ～電解質異常について 浅野由美子（薬局） 78名
第105回 12月22日 リハビリテーション栄養 前田有一郎（リハビリテー
ション科）
77名
表２ 業績集
１．宇野智子，吉田ちひろ，河原林治朗，高橋利紀，吉田倫子，前田有一郎，川畑盟子，林 元子，早坂ゆかり，宮ヶ丁彩子，
川野夕花里，浅野由美子，寺田厚志，奥谷浩一，佐々木賢一：当院における後期高齢者の大腰筋断面積評価．一般演題（口
演），第８回日本静脈経腸栄養学会北海道支部例会（札幌）2015.01.25
２．川畑盟子，水谷一寿，山口裕之，田島 光，石川圭吾，市橋久子，足立輝重，前田征洋，鈴木順子，下国 心，高田浩代，
中村誠志，土屋浩子，石井亮太，佐々木賢一：地域連携をめざした室登NST研究会〝ツナガル"の活動報告．一般演題（口
演），第８回日本静脈経腸栄養学会北海道支部例会（札幌）2015.01.25
３．佐々木賢一：Session 1；一般演題，座長．第８回日本静脈経腸栄養学会北海道支部例会（札幌）2015.01.25
４．川畑盟子：Session 4；一般演題，座長．第８回日本静脈経腸栄養学会北海道支部例会（札幌）2015.01.25
５．奥谷浩一，佐々木賢一，川畑盟子，早坂ゆかり，宮ヶ丁彩子，水谷一寿，浅野由美子，寺田厚志，河原林治朗，吉田倫子，
吉田ちひろ，古内久美子，三浦るみ，三上貴寛，宇野智子：当院における蛋白含有飲料を用いた術前経口補水療法の成績．
一般演題（口演），第30回日本静脈経腸栄養学会学術集会（神戸）2015.02.12-13
６．川畑盟子，関川由美，林 元子，水谷一寿，浅野由美子，吉田倫子，吉田ちひろ，高橋利紀，前田有一郎，古内久美子，
三浦るみ，岩城 薫，宇野智子，奥谷浩一，佐々木賢一：頸髄損傷患者の排便障害に対し経腸栄養剤の変更が有効であっ
た１例．一般演題（示説），第30回日本静脈経腸栄養学会学術集会（神戸）2015.02.12-13
７．早坂ゆかり，川畑盟子，水谷一寿，佐々木賢一，信岡隆幸：NST専門療法士実地修練認定教育施設アンケート報告．指定
演題，第30回日本静脈経腸栄養学会学術集会（神戸）2015.02.12-13
８．川畑盟子：情報提供の現状．講演，室登NST研究会第４回〝ツナガル"（室蘭）2015.02.25
９．川畑盟子，土屋浩子，安達輝重，下国 心，石川圭吾，佐々木賢一：地域連携を目指した室登NST研究会〝ツナガル"の
活動報告．一般演題（口演），第４回札幌栄養管理ネットワーク研究会（札幌）2015.05.09
10．川畑盟子：経口摂取に関する情報提供について，パネルディスカッション．第４回札幌栄養管理ネットワーク研究会．（札
幌）2015.5.9
11．川畑盟子：食の地域連携を目指したツナガルの活動について．講演，苫小牧栄養士会冬期研修会（苫小牧）2015.11.23
12．奥谷浩一，佐々木賢一，齋藤慶太，内山素伸，宇野智子，浅野由美子，平岡彩子，早坂ゆかり，川畑盟子，渋谷 均：当
科における炭水化物含有飲料を用いた術前経口補水療法の導入成績．室蘭病医誌．2015；40：19-22
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